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一‐編‐
〓‐輯‐
〓‐後‐
〓‐言己‐
契
沖
阿
閣
梨
が
寂
し
た
の
は
元
隷
十
四
年
一
月
二
十
五
日
で
あ
る
。
今
年
は
そ
れ
か
ら
満
二
百
五
十
年
に
あ
た
る
の
で
、
こ
の
一
月
の
二
十
六
日
に
は
大
阪
高
津
の
円
珠
庵
跡
に
お
い
て
墓
前
祭
が
執
り
行
は
れ
来
阪
さ
れ
た
久
松
博
士
を
は
じ
め
、
多
数
の
人
が
参
列
し
た
。
同
日
午
後
、
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
の
講
堂
で
記
念
講
演
会
が
催
さ
れ
て
盛
況
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
本
誌
の
前
韓
の
彙
報
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
な
ほ
五
月
七
日
か
ら
十
二
日
ま
で
六
日
間
、
大
阪
の
三
越
で
契
沖
展
覧
会
が
開
催
せ
ら
れ
て
、
自
筆
稿
本
や
写
本
の
類
を
始
め
、
契
沖
関
係
の
も
の
が
百
点
近
く
陳
列
せ
ら
れ
、
連
日
多
く
の
参
観
者
が
あ
っ
た
。
本
誌
が
第
二
輯
を
契
沖
特
韓
号
と
す
る
こ
と
は
早
く
か
ら
計
画
し
て
ゐ
た
所
で
あ
る
が
、
何
か
と
遅
れ
て
今
や
う
や
く
こ
れ
を
贈
り
出
す
に
至
っ
た
。
御
執
筆
を
賜
っ
た
諸
先
生
方
に
対
し
て
は
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
中
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
久
松
、
澤
潟
、
小
島
三
先
生
の
御
諭
考
は
、
朝
日
新
聞
社
講
堂
に
お
け
る
記
念
講
演
の
要
旨
に
御
加
筆
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
韓
に
予
告
し
た
や
う
に
、
李
林
先
生
も
御
執
筆
を
御
快
諾
下
さ
れ
、
準
備
を
す
ゝ
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
特
に
公
務
が
御
多
忙
と
な
り
本
輯
の
締
切
り
ま
で
に
は
御
執
筆
を
下
さ
る
御
暇
が
な
く
、
予
告
と
は
少
し
違
ふ
結
果
と
な
っ
た
。
購
読
者
各
位
の
御
了
承
を
仰
ぎ
た
い
。
契
沖
二
百
五
十
年
忌
の
記
念
事
業
と
し
て
、
円
珠
庵
再
建
の
た
め
に
広
く
一
般
か
ら
寄
附
を
募
っ
て
ゐ
る
。
詳
し
く
は
本
輯
十
四
頁
に
掲
載
の
円
珠
庵
再
建
の
趣
旨
を
御
一
覧
の
上
、
な
に
と
ぞ
御
賛
助
を
賜
り
た
い
。
更
に
御
知
合
ひ
の
方
に
も
御
宣
伝
下
さ
れ
ば
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
実
行
委
員
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
す
で
に
多
額
の
寄
附
を
さ
れ
た
向
も
あ
る
が
、
何
分
多
く
の
資
金
を
必
要
と
す
る
の
で
、
大
方
の
各
位
の
御
賛
同
を
こ
ひ
ね
が
ふ
次
第
で
あ
る
。第
四
輯
は
九
月
に
出
す
予
定
で
準
備
に
か
か
っ
て
ゐ
る
。
購
読
者
も
次
第
に
増
し
て
ゐ
る
よ
う
で
、
投
稿
の
原
稿
も
ふ
え
つ
つ
あ
る
。
た
ゞ
編
輯
者
の
不
馴
れ
の
た
め
前
韓
も
本
韓
も
遅
刊
と
な
っ
た
こ
と
は
、
謹
ん
で
購
読
者
各
位
に
お
詫
び
申
上
げ
る
。
（
宇
佐
美
）
０
投
稿
規
定
回
○
直
接
購
読
者
は
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
○
原
稿
の
内
容
は
国
語
、
国
文
学
、
国
語
教
育
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
分
量
は
四
百
詰
原
稿
用
紙
二
十
枚
以
内
と
す
る
。
○
原
稿
の
送
り
先
は
「豊
中
市
柴
原
、
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
、
語
文
編
輯
委
員
」
宛
。
○
原
稿
の
採
否
は
編
輯
委
員
に
一
任
の
こ
と
。
○
採
用
し
な
か
つ
た
原
稿
は
返
送
料
が
添
附
し
て
あ
れ
ば
返
送
に
応
す
る
。
〇
一
括
購
読
者
が
投
稿
す
る
際
に
は
代
表
者
か
ら
紹
介
せ
ら
れ
た
い
。
¨
雑
誌
の
寄
贈
・
交
換
に
つ
い
て
○
雑
誌
の
寄
贈
上
父
換
は
大
阪
府
豊
中
市
柴
原
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
宛
に
願
い
た
い
。
●
購
読
に
つ
い
て
○
購
読
希
望
者
は
発
行
所
宛
前
金
を
添
え
て
中
込
む
こ
と
。
（送
金
は
振
替
を
利
用
さ
れ
た
い
）
一　
部
　
　
四
十
円
　
送
料
一ハ
円
一
年
分
（
四
回
分
）
百
六
十
円
（送
料
共
）
〇
五
冊
以
上
一
括
購
読
の
時
は
一
割
引
の
上
送
料
は
不
要
と
す
る
。
=
文
　
　
第
三
輯
定
昭
和
二
十
六
年
七
月
二
十
日
印
制
昭
和
二
十
六
年
七
月
二
十
五
日
発
行
豊
中
市
柴
原
大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
編
韓
者
　
代
表
者
　
小
　
島
　
　
壬
口
　
雄
大
阪
市
南
区
横
堀
七
丁
目
一
九
発
行
者
　
　
　
一剛
　
円
　
春
　
雄
大
阪
市
西
淀
川
区
柏
里
町
一
ノ
一元
印
刷
所
　
　
　
寿
印
刷
株
式
会
社
大
阪
市
南
区
横
堀
七
丁
目
一
九
発
行
所
　
邦
　
　
進
　
　
社
電
話
船
場
（
２５
）
一
九
九
〇
番
振
替
大
阪
一
二
三
一
三
五
番
送 価
料
_四
十
円円
